
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標 ◎自分で深く考える子 ◎思いやりをもって助け合う子 ◎がんばってやりとげる子 

～一人一人が輝き、幸せな学校～ 

 

いよいよ冬休み！ 
 

      冬休みがやってきます。冬休みは短いけれど、特別感にあふれています。 

クリスマス、年越し、お正月と毎日がうきうきしてしまいます。この冬休み、子 

どもたちは、たくさんのイベントや日本の伝統行事にふれ、充実した毎日を過ご 

すことでしょう。 

休み前の地域児童会では、2学期の登下校の振り返りや冬休みを安全・安心に過

ごすためのきまりについて話し合いました。みんなで真剣に話し合い、気を付けな

ければいけないことをしっかり確認しました。みんな、事故に遭わないように過ご

してくれることでしょう。さあ、冬休みが始まります。たくさん楽しみましょう！ 

 

 

 

令和７年１２月２４日 

新発田市立佐々木小学校  
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                                校長  金平 弘之郎 

 

本日で２学期７８日間の教育活動が終了しました。11月中頃からインフルエンザが流行し、学

年閉鎖もありましたが、2学期の全ての教育活動を行うことができました。多くの面で学校を支え

てくださった保護者の皆様、地域の皆様ありがとうございました。 

先日、インフルエンザのために延期していた「なかよしフェスティバル」を開催しました。子ど

もたちが一生懸命準備していた活動でしたので、開催できたことがとても嬉しかったです。 

 

今年から「なかよしフェスティバル」は、なかよし班（異学年グループ）でお店を出すことにし

ました。昨年までは、学級毎にお店を出して楽しんでいました。そのやり方もよい面もあったので

すが、これからの子どもたちに育てたい力を踏まえ、敢えてなかよし班の活動に変えました。 

なかよし班は、異年齢の集団であり、上学年のリーダーシップと下学年のフォロワーシップを育

てる場です。さらに学年の壁を越えて臆せず自分の意見を言えたり、どんな相手でも尊重しようと

したりする意識を高める場でもあります。普段の教室と異なる友達の中で、個々が自分の考えをし

っかりもち、対話し、みんなで合意形成を図らなければならない貴重な場です。そのような場での

経験を積ませていくことで、子どもたちに主体的に取り組む力を引き伸ばすことができます。 

しかし、これは一朝一夕で身に付く力ではありません。最初は、おとなしく上の学年の意見に巻

かれてしまうはずです。だから、クラスの活動の中で自信をもたせ、上学年になってから活躍させ

たほうがいいようにも思えます。しかし、それでは、クラスという温室の中で活躍できたとして

も、外に出れば萎縮する、揉まれ足りない、逆境に弱いという小規模校、少人数の学級の抱える課

題に直面してしまいます。それを克服するための力を培うために、異年齢の集団の中でも主体的に

行動しようとするたくましさが求められる場を増やしていく必要があると考えています。 

 

私は、かつて幼稚園に勤めた時、園児の力に驚かされたことがあります。確かに字を読んだり書

いたりすることは未熟です。計算もできません。でも、一人一人が、自分の考えをもっている姿は

小学生と変わりません。年長児ともなると、建設的な意見を次々にぶつけ合います。「遊び」とい

う広がりのある教育活動の中で、遊びを自ら見つけ、友達と話し合い、工夫しながら遊びを広げて

いく姿、さらに、違う遊びの友達と交流しながら、新たな遊びへと展開させる姿など、目の前の子

どもたちの主体的な姿に感心させられました。当然、対話する力、合意形成を図る力も芽生えてい

ます。でも、小学校に入ると、小学校のルールにリセットされてしまうこともあるのでしょうか、

その姿が影を潜めてしまいます。それが、とてももったいなく感じられました。だから低学年時か

ら幼児期に培ってきた力をスムーズに発揮させることができれば、学年を超えて刺激し合い、切磋

琢磨し合うことができ、子どもたちの主体性のレベルを上げられると、その時気付かされたので

す。それゆえに異学年同士の活動はとても大切だと、私はその時からずっと思っています。 

 

 「なかよしフェスティバル」では、上学年はもちろん、下学年、中学年の子も、いきいきと活躍

していました。みんなが協力しながら、お店を訪れた人に説明したり、質問に答えたり、堂々と振

る舞っていました。みんなとても元気で活動的です。普段見せてくれない子どもたちの姿がたくさ

ん引き出されていました。その姿を萎ませることなく、卒業する６年生に向けて感謝を表す活動が

たくさんある３学期をとおして、なかよし班の活動を軸に、より子どもたちの主体性を引き出し、

みんなで高め合わせ、子どもたちをたくましく育てていきたいと思います。 

  

明日から冬休みです。年越し、お正月と家族でゆっくり団らんの時を過ごし、 

令和７年を振り返り、新しい年への期待を高めてほしいと思います。3学期の 

始業式には、また全員の元気な顔が見られることを楽しみにしています。よい 

冬休みをお過ごしください。 

 

 

全校で高め合い、よりたくましく！ 


